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 川上宏奨学金を使用した研究について、下記の通りにご報告いたします。 

 

記 

 

1． 研究題目  消えるニュアンス─洋画表題に生じる変化の研究 

2． 期間    2017年 4月から 

3． 対象    2006年から 2016年までの興行収入が上位だった洋画全 232本 

4． 方法    量的調査に基づく KH Coderを使用した内容分析 

      質的調査に基づく内容分析・言説分析 

5． 奨学金使用内訳  

  ・PCモニターの購入 

  ・文房具等消耗品の購入 

6．奨学金使用目的   

研究を行うにあたり情報やデータを収集し、比較・分析を効率よく進めるために、デュア

ルディスプレイの環境の構築が効果的であることから、PC モニターを購入した。加えて、

研究ノートやポストイット等の消耗品を購入した。 

 

以上。 
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卒業論文が完成していないため、研究経過報告書となります。ご了承ください。 

 

＜研究背景＞ 

日本の映画産業において洋画の存在感は無視することが出来ない。しかしながら、過去

に公開された作品を見た場合、そのタイトルやポスターが日本公開版と製作国版のものと

で大きく異なることが多々見受けられる。最近の例では、2016年にアメリカで公開された

Hidden Figuresがある。この映画は 1961年のアメリカにおけるマーキュリー計画を舞台

として、科学者である黒人女性 3人の活躍と黒人・女性に対する差別や偏見に立ち向かう

姿が描かれている。題名に示された Figuresには、「人の姿」、「数字（あるいはデータ）」

という意味があり、功績をあげたにも関わらず背景化された 3人の黒人女性、有人宇宙飛

行の裏で行われていた綿密な計算という複数の要素を表していると考えられる。しかしな

がら、この映画の日本版タイトルは、当初『ドリーム／私たちのアポロ計画』とされてい

た。その後、更に日本公開タイトルは『ドリーム』に変更された。そもそも、映画の舞台

はマーキュリー計画ではあってアポロ計画ではない上に、原題である Hidden Figuresと比

較すると、原題から想定される複数の意味合いが切り捨てられてしまい、まったく違った

印象を与えるように感じる。当時の差別問題を含意する Hidden Figuresでは馴染みが出ず、

『ドリーム』という未来に希望を感じているような題名にする方が、日本人の心に響きや

すいと考えられたのだろうか。 

 このように、日本版に変更されたポスターや題名の中には、元のポスターや題名とは似

ても似つかないものになっていることがある。元のポスターや題名が変化させられた（あ

るいは変化させなければならなかった）要因は何か、またこのような変化が生じやすい映

画には何らかの主題的な傾向があるのか。この日本版の洋画タイトルとポスターに生じた

変化に疑問を持ったことから、本研究を計画した。 

 

＜研究内容＞ 

 本研究では、洋画の原題・ポスターが日本版においてどの程度異なってくるのか、また

その背景にはどのような要因があると考えられるのかにについて検討する。より具体的に

は、2006年から 2016年までの日本公開洋画の興行収入上位の映画に注目し、タイトルと

ポスター表象の変化のパターンについて内容分析と言説分析を行う。また、そのような変
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化の背景に文化や価値観、格差、ジェンダー、あるいは科学技術などに関わるテーマの場

合に変化が生じやすいなどの傾向がないかについて検討を行う。 

 

＜研究経過＞ 

タイトル訳の分類 

 洋画全 232本の原題と邦題の収集、原作と日本版のポスター計 909枚の収集、そのポス

ターに描かれているキャッチコピー及び文字情報の書き起こしを終了した。収集した原題

と邦題を比較し、「カタカナ化・そのまま」「直訳」「意訳」「説明過多」「その他」の 5種類

に分けた。それぞれの割合はグラフ 1の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集計の結果、①「カタカナ化・そのまま」が 53%、②「直訳」が 12%、③「意訳」が 21%、

④「説明過多」が 10%、⑤「その他」が 9%とあった。 

 

キャッチコピーに関する定量テキスト分析 

 グラフ 1に応じたコピーのうち、「カタカナ化・そのまま」を「カタカナ化」に、「直訳」

「意訳」「説明過多」「その他」を「その他」に分類した。その 2種類のキャッチコピーを

KH Coderにかけ、可視化した。その結果が以下の通りである。サンプルキャッチコピーの

収集対象時期は 2017年 6月上旬である。 

 図1と図2は、サンプルキャッチコピーに示されている全ての単語を分析の対象とした。  
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 まず、図 1の対応分析は横軸がカタカナ化とその他に分かれていることがわかる。分析

の結果「カタカナ化」では、第 1の特徴として、「監督作品」や「スタッフ」が近いことか

ら、有名監督や有名作品のスタッフの作品は原題を使うことが多いことが見出せる。第二

に、「ファインディングニモ」「スティーブンスピルバーグ」「ブラッドピット」「ウィルス

ミス」「モーガンフリーマン」といったキーワードが近いことから有名俳優や有名作品が関

連している場合においても原題を使う傾向が強いことが見出せる。そして第三に、「作品賞」

「No.1」「最多」「最高」「部門」といったキーワードが近いことから、受賞作品においても

原題が使われる傾向にあることが伺える。 

 一方で「その他」では、「ディズニー」や「ユニバーサルスタジオ」などの大手映画会社

が近いことがわかる。つまり、日本でも有名な監督、俳優、作品、そして原作国で賞を受

賞した作品などは、原題をそのまま使用しても日本で受け入れやすいと判断されている可

能性が推察される。 

 

 図 2 の共起ネットワークでは、大きく分けて 5 つの集まりに分類されていることがわか

る。右上は「受賞に関係する集まり」、右下は「過去との比較に関係する言葉の集まり」、

中央下部は「形式的な売り文句に関係した言葉の集まり」、左下は「記録の樹立に関係する
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言葉の集まり」、左上は「最新の情報を伝えることに関係した言葉の集まり」である。かる。

理由は、このような映像作品は CGなど、監督の技量が必要になるためと推測される。 

 この結果から、第一に、図 2 の右上「受賞に関係する集まり」と左上「最新の情報を伝

えることに関係した言葉の集まり」が同じ集まりとしてまとまっていないことから、受賞

作品であることとシリーズものの最新作であることがコピー中に同時に記されることは余

りないということが示唆される。 

 第二に、左上「最新の情報を伝えることに関係した言葉の集まり」に「シリーズ」とい

う単語が含まれてないことが特徴として見出すことができる。これに関連して 2 つの注目

すべき結果がある。①左上「最新の情報を伝えることに関係した言葉の集まり」と中央下

部「形式的な売り文句に関係した言葉の集まり」が非常に近い関係が示唆されること、②

左上「最新の情報を伝えることに関係した言葉の集まり」はディズニー映画に関係する言

葉が近く、中央下部「形式的な売り文句に関係した言葉の集まり」はユニバーサルスタジ

オ映画に関係する言葉が近い。この 2 つの傾向から、上述の第二の特徴が生み出されたの

ではないかと考えられる。 

 第三に、「史上」という言葉は「最大」や「最強」などの映画のストーリーに関係する言

葉とのみ使われるということ。つまり、「最高」や「最多」などの映画作品そのものを形容

する言葉とは同時に使われないことが見いだされた。右下「過去との比較に関係する言葉

の集まり」と左上「最新の情報を伝えることに関係した言葉の集まり」を見て分かる通り、

「史上」は「最高」や「最多」とは共起されていない。 

 第四に、ロボットを登場させるような映画作品では、シリーズものや同じ監督作品であ

ることが多いことが傾向として示されている。これは左上「最新の情報を伝えることに関

係した言葉の集まり」の中に記されている「ロボット」という言葉が、「監督最新作」や「待

望」などの言葉と共起していることでわかる。このような映像作品は CGなど、監督の技量

が必要になるためと推測される。 
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 続いて図 3と図 4は、サンプルキャッチコピーに示されているキャラクター名、作品名、

人名以外の単語を分析の対象とした。 

 まず図 3 の対応分析では、図 1 と同様に横軸がカタカナ化とその他に分かれていること

がわかる。分析の結果「カタカナ化」では、第一の特徴として、「監督最新作」というキー

ワードが真上にあることから、有名監督の作品は原題を使用する傾向が強いことが見出せ

る。そして「ロボット」や「地球」など、SF に関連するキーワードが多いこともわかる。 

 続いて「その他」では、「感動」「生きる」「死ぬ」など、心に訴えかけてくるようなキー

ワードが多いことがわかる。つまり、図 1 と同様に日本でも有名な監督、俳優、作品など

は、原題をそのまま使用しても日本で受け入れやすいということが推測できる。一方で、

日本人に好まれるようにタイトルを変更させた「その他」では、キャッチコピーも日本人

に向けたものであることが伺える。 
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 図 4の共起ネットワークでは、図 2 と同様に大きく分けて 5 つの集まりに分類されてい

ることがわかる。右上は「映画の内容に関係する言葉の集まり」、右中部は「ディズニー映

画に関係する言葉の集まり」、右下は「形式的な売り文句に関係した言葉の集まり」、左下

は「最新の情報を伝えることに関係した言葉の集まり」、左上は「受賞に関係する言葉の集

まり」である。 

 この結果から、第一に、図 2 の右下「過去との比較に関係する言葉の集まり」と図 4 の

右上「映画の内容に関係する言葉の集まり」が似通った内容であるが、図 2 に比べて図 4

の方がより細かい単語が示され、具体的に映画の内容について述べていることが伺える。 

 第二に、図 2 に比べて左上「受賞に関係する言葉の集まり」が小さな集まりになり、左

下「最新の情報を伝えることに関係した言葉の集まり」が大きく広がっているという特徴

が見出せる。図 2 では、左上「受賞に関係する言葉の集まり」と右中部「ディズニー映画

に関係する言葉の集まり」が同じ集まりとして示されていたのが、図 4 では分裂している

ことが原因だとわかる。 

 そして第三に、ディズニー映画は「最新」と近いことから最新作であることを主張して

いるが、ユニバーサルスタジオ映画は「あの」や「製作」「スタッフ」が近いことから過去

作品の製作スタッフが携わっていることを主張していることがわかる。この理由には、デ

ィズニー映画はディズニーというブランドを強みにしていて、ユニバーサルスタジオ映画
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ではかかえている製作スタッフを強みにしていることが推測される。 

 

 最後に図 5 と図 6 は、サンプルキャッチコピーに示されている固有名詞以外の単語を分

析の対象とした。 

 まず図 5 の対応分析では、図 1 と同様に横軸がカタカナ化とその他に分かれていること

がわかる。しかし、図 1 や図 3 のように横軸での分かれ方が顕著ではない。この結果から

第一に、「カタカナ化」では主に似通った言葉同士がまとまっていることがわかり、その他

では言葉同士の距離が近く、密集している印象を受ける。 
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 図 6 の共起ネットワークでは、これも図 2 や図 4 と同様に大きく分けて 5 つの集まりに

分類されていることがわかる。右上は「映画の内容に関係する言葉の集まり」、右下は「受

賞に関係する言葉の集まり」、左下は「製作に関係する言葉の集まり」、左中部は「映画の

内容に関係する言葉の集まり」、中央上部は「ディズニー映画に関係する言葉の集まり」で

ある。この結果から第一に、図 2 や図 4 では共存していなかった「最新」と「贈る」とい

う言葉が左下「形式的な売り文句に関係した言葉の集まり」において同じ集まりになって

いることがわかる。そして第二に、同じ映画の内容に関するまとまりでも、右上は映画を

客観的に見た視点から述べられていて、左下は映画作品視点（主観的）から述べられてい

ることが伺える。そして第三に、大まかな構造は図 4と変わらないということが見出せる。 

 以上で、洋画が日本で公開される際のタイトルの変化について KH Coderを使用した量的

調査に基づく内容分析を終了とする。現在は、原作国版と日本版におけるタイトルとキャ

ッチコピーの比較や変化のニュアンスを調査し、質的調査に基づく内容分析を行っていく

予定である。最終的には、質的調査を経て出た結果をもとに 3 本から 5 本ほど洋画を選択

し、言説分析を行うことで研究の成果とする。 
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